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放出試液；2．7M　HMDS飽和HCIO4’
捕集液；0，5M　NaOH
4．撹拝の有無と回収率　（表3）
　拡散が一層速やかに行われるように拡散ビンを
振盗させることにした．8の字振盟機を用い，ス
トローク，1分当り60～80回の回転とした．撹拝
したものと，しないものとを比較すれぽ，拡散時
結 論
1．捕集液については，拡散時間1時間でコハク
酸マグネシウムでは回収率が約20％．対して水酸
化ナトリウムはほぼ100％であった．
2．放出試液の過塩素酸濃度は，2．7M－2．7×
10’2Mでは放出能力に差が現われなかった．
3．放出試液にHMDSを飽和させると拡散は速
やかに行われ，室温，1時間放置で十分な回収を
得た．さらに撹拝を伴うと拡散時間が短縮され，
より確実な回収を得た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ト4．使用に供した拡散ビンの最大フッ素捕集量に
ついては，40μgまでは100％回収できた．
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